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全国学力テスト結果の扱いについて（要請） 

 

 本年度実施された全国学力・学習状況調査（いわゆる全国学力テスト）の結果について、

川勝静岡県知事は９月２０日、本県の小学国語 Aの評点が全国最下位だったのは、教員に

その責任があるとの理由で、上位から８６校の校長名を公表しました。全国でも他に例が

ないとのことです。 

 17 日には県教育長、教育委員らが県教育委員会の総意として校長名を非公表とするよ

う要請しましたが、これを拒否したと伝えられています。 

 学力テスト実施要領では、「全国的な児童生徒の学力や学習状況を把握・分析し、教育

施策の成果と課題を検証し、その改善を図るとともに・・・学校における児童生徒への教

育指導の充実や学習状況の改善等に役立てる。」とその目的をうたっています。学力テス

トの結果はこの目的に沿ったものに活かされなければなりません。教育の目標は、学力向

上だけでなく、子供たちがさまざまな機会を通じ人格形成を図っていくことにあります。

そのために、教育に携わる方々が協力して進めていくことが求められます。今回の公表は、

その責任を教師にのみ負わせる短絡的なものだと言わざるを得ません。また公表すべきで

はないという県民世論にも反したものになっています。 

当初表明していた下位から１００校の公表を上位からに変更したとはいえ、公表するこ

とはこの目的に沿わないばかりか、学校間の競争を煽ることに繋がらざるを得ず、教育現

場にも無用の混乱を持ち込むことになっています。知事は校長名と学校名は違うから実施

要領にも違反しないとしていますが、それが通らないことは言うまでもありません。現に

静岡新聞は、校長名だけでなく独自の調査として学校名を報道しました。 

また公表することによりどのような教育効果が生ずるのか、知事の口からは明らかにさ

れていません。今県民が県行政の最高責任者である知事へ望むことは、さらなる少人数学

級の実現や教育環境の整備を進めることです。 

川勝県知事が行った今回の公表に対し厳重に抗議するとともに、教育委員会としても学

校の序列化・点数競争主義に陥らないよう取り組まれることを要請します。 

 

 


